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1.問題の所在	
 

	
 2020年に東京オリンピックが開催される
ことが正式に決まり、インバウンドツーリズ

ムに関する明るい話題が社会を活気づける中、

2013年に初めて訪日外国人数が 1,000万人
を突破した。そんな中、2014年の 6月 17日
に行われた安観光立国推進閣僚会議で、東京

オリンピック・パラリンピックが開催される

2020年までに年間訪日外国人数 2,500万人
を突破することが掲げられた。 
	
 これまでの倍以上の訪日外国人を誘致する

目標を掲げた上で、今後期待される観光市場

がある。それが東南アジアのイスラム圏だ。

東南アジアのイスラム圏はこれまで経済的な

理由、及び宗教的な理由で観光業界ではニッ

チな市場とされてきた。しかし近年の経済成

長、および人口の安定的な増加に伴い、海外

旅行をするイスラム教徒が増えた。 
	
 そんな中、日本も東南アジアおよびイスラ

ム市場をターゲットとするが、インバウンド

をする上で課題がある。それは宗教上配慮し

なくてはならない問題がある、ということだ。

これまで受け入れてきた欧米諸国、および東

アジアの国々に対しては、言語の問題はある

が、食や生活において我々が特に気をつける

べきことはなかった。すでにイスラム教徒を

焦点に当て、観光客の誘致を行っているマレ

ーシアなどが成果を上げている中、日本の受

け入れ態勢は遅れている現状にある。 
	
 本研究では、千葉市で取り組まれているイ

スラムハブ化の動きを中心に、日本がイスラ

ム教徒を受け入れる上で必要な環境整備の現

状、および課題を明らかにする。 
2.研究の目的と方法 
	
 本研究では、今後来日するイスラム教徒が

日本を観光する上で不自由なく、宗教の戒律

の壁を越えた体験ができるようにするための

手立てを示めすことを本研究の目的とする。

研究の方法としては、千葉市インバウンドツ

ーリズム推進協議会の取り組みを中心に、イ

スラム教徒に配慮した環境整備の実践を行っ

ている施設及び取り組みを取材し、いかにし

てイスラム教徒に配慮した環境整備が行われ

ているかを把握する。 
3.調査内容 
	
 調査は３項目に分けて行った。①千葉市集

客観光課の桜井様、②NPO法人日本アジアハ
ラール協会のサイード様、③ホテルスプリン

グス幕張の高橋様に、それぞれインタビュー

を行い、調査した。千葉市集客観光課の桜井

様は、千葉市が進めるイスラムハブ化の中心

的な活動である千葉市海外インバウンドツー

リズム推進協議会の運営メンバーである。桜

井様からは、地方行政が行えるイスラム教徒

に対する対応を伺ってきた。NPO法人日本ア
ジアハラール協会のサイード様からは、ハラ



ール認証団体が、国内のイスラム対応を考え

ている企業や団体に対し、どのようなことを

行っているのか、について伺ってきた。ホテ

ルスプリングス幕張の高橋様には、ハラール

対応を行っておるホテル、レストランがいか

にハラール認証を取得し、イスラム教徒のお

客様をお迎えしているのかを、伺ってきた。 
4.本研究のまとめと課題 
本研究の考察 
	
 本研究では、千葉市が取り組んでいるイス

ラムハブ化に対する動きを様々な方にインタ

ビューをすることにより、把握することがで

きた。その中で、イスラム教徒を誘致する上

で核となる 2つのことを学んだ。 
	
 まずは観光に関する考え方について。イン

バウンドをする上で、どれだけ利益を創出で

きるか、と考えるのは受け入れる側としてま

ず考えてしまうことかもしれない。しかし千

葉市集客観光課の桜井さんは、インバウンド

をする上で大切なこととは、その土地に来た

人達が何を見て何を感じ、また受け入れた

我々が何を学べるのか、ということであると

おっしゃった。双方が精神的に満足できるも

のが、インバウンドをする上での前提である

ことを学んだ。 
	
 そして二つ目は教育の重要性だ。イスラム

教といえば、Islamophobia(イスラム恐怖症)
という言葉があるように、偏見的な目で見ら

れがちだ。これは千葉市がイスラムハブ化を

する上でも、ネットの記事に対するバッシン

グなどで非常に向かい風になっている。ネッ

トにおけるバッシングに関してサイードさん

は、ネットでバッシングすることは一方通行

であり、私が直接批難する人と話し、誤解を

解きたいとおっしゃった。まずはイスラム教

に対する我々の認識を、正しい知識のもと問

いただす必要があることがわかった。また、

ハラール認証を取得する際も、急いで認証を

取り、受け入れ態勢の準備を行うことも大事

だが、何よりも大切なのは、ハラール認証を

受ける側の教育だと、サイードさんと高橋さ

んはおっしゃった。イスラム教に対する配慮

は、宗教が絡んでくることであり、我々日本

人にとってはあまり馴染みのないものだ。ハ

ラール認証を取得する上でまずは、イスラム

教の教えを理解し、その上で現場が行えるこ

とを考えることが大切であることを学んだ。 
5.本研究の課題 
	
 本研究では、千葉市のイスラムハブ化に対

する動きがわかったとともに、この動きを取

り巻く課題も見えてきた。 
	
 まずはイスラム教に対する認識の是正につ

いて。サイードさんは、国内のイスラム誘致

の動きに合わせて、ハラール認証を多く出す

ことよりも、イスラム教に対して間違った知

識を持った人達の誤解を解くことが何よりも

大切とおっしゃった。 
	
 この件に関しては、桜井さんも、イスラム

教が絡むだけでバッシングされ、思うように

動けないとおっしゃっていた。またハラール

認証を受ける側においても、高橋さんはイス

ラム教に対する正しい知識を得ることがハラ

ール認証を受ける上で大切とおっしゃった。

日本において宗教を教育に取り入れることに

ハードルがある。しかし、しっかりとした宗

教に対する教育は、今後今までの倍以上の訪

日外国人を受け入れる日本にとっては必要で

あり、対応が必要だ。 
	
 今後日本が多くの外国人を受け入れる中で、

表面上の環境整備だけでなく、相手の考えを

理解し、尊重できる人達を教育することが大

切である。 
 


